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性 工)スライ ドを東に小 さくすれば培地は束に少糞で足 りるO斯 くて0･1-0･2ccでも培番 吋能 となるo

牲 甘)培地が少最なる馬,僻卯器甲で試験管内の蒸気飽和に更する水分がそれだけ培地を濃縮するo此を防ぐ
薦めtl'ム栓は漏れたま でゝ封入するo

在 1V)堵地はスライドと管壁に附斉 し,表面濃力によって流動 し欺いか らゴム栓の水と仮令 しない｡

哀津は斯 くの如 く甚だ少量の培地で培養可能であるから,其の臆用の範囲は甚だ大きいものと期待し

ているo

文 献 省 略

微 量 ス ラ Ji ド ･ カ }V チ エ ア ー 法

■

並 河 靖

緒 嘗

結核菌のスライ ド･カルチエアー法に関しては BerryandLowryの本法発表以来,辻 ･米津 .鍾
代 ･山本 ･並びに著者等の追試及びその改良により,之を従来の培養方法に比較して,培養 日数が僅か

に5日乃至は7日と言ふ極めて短期間であり,しか も培養手猿及び検案手橡が比較的簡単で,加ふるに

その成積が常に-足して居ることが認められ,その実際的な癒用は各種病的材料からの結核菌の早期増

秦,ス トレプ 1.マイシンその他の化学療法剤耐性菌の検蚕等,未知の結核菌の培養検出に関する諸検案
に利用せられると共にスライ ド･カルチュア一法に依 り未知の培地成分が一定結核菌の発育増殖に及ぼ

す影響の検索に迄利用せられんとするに到った.然 し乍ら,例-ぼ或る抗結核剤を人体叉は動物体に擁

取せしめた際に,その体液中に完全な結核菌の発育阻止力を附興せるや否やの判定,或は生理的叉は病

的の人体叉は動物体組成の結核菌の発育に対する態度等の検査に際しては',可及的少量の材料でスライ

ド･カルチエアーを行ふことが必要であるO之の目的に対し下記の如き方法を案出したので茨に報告す

るo

賓 験 器 材

一般細菌学的検査器材の他本法の名L/T.僻に製作 したものは次の通 りである｡

小試験管 :内径 5mm,長 さ45mm,管底は普通の試験管の如 く年球形でな く平面として余分の培地材料を節約-J-

るo

小 スライド●グラス :隔4mm乃至4.5mm,長 さ25InTn,･即ち普通のスライ ド･グラスの幅がこの′トスライド･グ

ラスでは長 さに相等するのであるか らスライド･グラスを一端か ら親切することに依って簡単に製作 し得る∩然る後

その一端に一連番号を刻むO

この小試験管に/J､スライ ド･グラスを投入 して培巷するわけで'即ち 培養形式 としては BerryandLnwry法の如

(試験管を横に療かせて増車するものでな く,辻 ･米韓の査法である試験管立てLJ{立てたままで培養する形式を採用

し,それを普通Z/{且つ椅易に敢故ひ得 る最/J､隈t/{縮小 した｡その理由としては秩置す る培養法では取扱ひが非常に不

便である上に,更に常(/{スライ ド面の全面を培重液が浸 して居るか どうかを任意 して倍なければな らない と言ふこと

及び後景の培地を使用するのであるか ら培地液量の多寡は直ちに培巷成績に影饗するが辻 ･米韓の立像する培養法の

蘇/～/{於てはスライ ド･グラス両 と之U7:接する試王政管壁は常に暴抵角をな し,その馬にスライ ド･ダラス面の端末迄

充分な培地液量を常LJ{作明させ得ること!/{基づいたc k

噂 養 ､手 技

1･予め上述の/J､スライ ド･ダラス及び粕栓を施 した/J､試飴管を容器に容れ,他の器材 と共に乾勲域甫する｡見放

査す可き各種の培重液 と共il{,対腰 として原液に盆景の10%の割tI{脱髄椎葉血液を加-て調製 したキ)I,ヒナ-茂液の
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少貴を準備する｡

2･鮪栓滅常 した′ト試験管を試験管立てに並べ,之に被槍培餐液及び対照の キル t:チ-氏液を夫 々0.2cc又は0.3ccの

何れか一定貴宛を無常的l/{分注する0

3･発育旺勢な時期の一一宝菌株の帯核筒の 5Jrlg乃至10Jllgを探 り,之を包め滅菌試験管l,72cc乃至3ccを分任 した石

柵べ.ンヂンrfle/-C投 じて克 く振放し'石油ベンヂンが僅かに滴濁したならば之を試験管立てE,{辞置するO約30分の後そ

た時に上里ずる塗布両で平均額徴鏡 17視野や結核甫数個を算-る程度に稀釈する0

4･滅菌/J､スライド･グラスを夫 々その番号を刻んだ面が上になる棟に ぺ t7)一皿 中IJ{無常的に並べ,夫 々に上鵜

の帝核菌の石油ベンヂン浮排液を 1白金耳宛噴凍するoJとは速かに乾燥するか ら順次上述の培地を分注 した小試験管

中に投入して内容の蒸発を防ぐ馬に棉栓は之を封蝋 した後僻卵器L/{収めて培養する0

5･病的材料中の結核菌,例-ば患者曝疾叉は濃汁中の結核菌を正接本法で培養 して検査 した方が好都合な場合は

その綜核常を含んだ病的材料を滅菌′J､スライ ド･グラスに極めて薄 く療凍 した後,之を邦字卯器内で兜時間乾燥 させ,

次いでその/トスライ ド･グラスを並べたぺ †1)一皿中l/T.5%硫酸水を注ぎ更に購｣卵器内にJ医めて20分間硫酸を作用せ

しめて材料中に含まれた雑菌を処租 した後 ,採 り出した/J､スライド･ダラスを滅甫蒸田中で 2回水洗 して附着 した硫

酸を長 く洗ひ去 り'その水滴を滅常遁紙で吸収 してtt_壬ちに上蓮の培地を分拝 した′J､試験管.qlに投 入,以下同株にして

培養する0

6.培養5日乃到 ま7Hで新教鏡弱拡大七充分判別 し狩る大きさの結核菌特有の糞藩を生ずるに到るか らF川勺に磨

じて夫 々適当な日数に/トスライ ド･グラスを採 り出し,之を10%フォルマ リン水中で洗源･して培養液成分の附着を洗
i

ひ落すと同時に固定,殺蘭を併せ肴ひ,自然乾燥を待ってチール氏液加甑染 色,脱色,水洗,乾燥後検鏡する｡
判 定

実験のFl的が,病的材料か らの帯核常の甲-期培養又はス トレプ トマイシンその他のイセ学療法剤iri㌢性常の検査等未知

の鯖核常の培養検出に関する際は多数の赤染梓常が索状に集 り,且つそれが-一種の轡 曲を持った絡核常特有の釆路で

ふとが多数の際はあたか も庸孝枝錠を見る如き感を懐かせることに依 り,lylらかに発育増殖 した鯖核常として之を判定

することが出凍る｡

鎖 し乍ら特にこの後景 スライド･* 7レチエアーのFfiひられる場合は未知の培地成分が一定結核菌の発育堀殖L,7:対 し

て果 して発育を促進する枚に飽 くか,或は叉発育を停止せ しめ,東には&'h蘭的に働 くかと言ふ点を究明することを目

的とする湯倉が多 く,加ふるにその増地中の有効成分は日時の経過と共に変化することも考-られる場合があるo

斯 くの如 き締核常の発育鞘碑の遅速,又は培養初期の短時口のみ培地r71の有効成分が作用 し,その後はその作用物

質の破壊滑矢に依って作用が中断された際等の菌発育に現れる性徴な相違を発見する創 ては,結核菌の喝殖に依る薗

寮蕗の東青が最盛期に入ったWrで,帥ち上述の原因に基 く寒路発育の差の最も顕著な時期L/{検査する株にしなければ

F柑勺のものを見逃す恐れがある○

現在迄多数の材料に就いてこの点を吟味 した結果'鮮徴鏡を以て最も容易は,且つ明瞭に上越の相違を列定 し締る

時期は対照試験管の小 スライ ド･グラス面上の椅核菌衆蕗が新教鏡弱拡大で極めて′J､さなコンマ状の赤染物 として多

数に認められる時期であ り,その際他の′J､スライド･グラスの全部を培地中より採 り出し,固定,染色,槍鏡'列(,a

することL/{依 り最 も明確な列定を下 し得ることを知ったo

賓 験 成 績

本法と通常使用されて居る辻 ･米津のスライド･カルチエ7-法とを同一材料を以て比較したがその

間に差を認めなかった○

捻 括

本法に依って僅か0.2cc乃至0.3ccの撤量の培地材料を以て通常使用されて居るスライ ド･カルチエア

一法と同様に結核菌を培養することが的釆た｡

増地中に含まれる諸倭の物質の結核菌の発育増殖に及ぼす影響を明確に把撞する馬には云ライ ド･グ

ラス面上の結核菌宋藩の発育が黄も旺勢な時期に染色･検鏡･判定する,ことが大切で･それは対照試験
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管の結核菌衆落が顕微鏡弓易拡大で認められるに到った時期である.
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第 Ⅰ報 啄疾中P畳と結核病勢との関係に就て

杉 本 幾 久 雄

工 確 言

啄疾の細菌学的及び細胞学的な研究は古来多岐に亘って行ほれているが,曙疾の化学的乃至は生化学

的な検索は割合少小枝である｡

さきに熊野は肺結核屍の肺組織に就て病巣部 と非病巣部に区分 しその組織中に含有 されるP及びNの

畳を測定し病巣部が非病巣部に比較 しP及びNの含有量が大であった事を報告しているO

著者は,肺結核患者の啄疾中に含有 される種Jkの化学的成分の畳を測定する事に依 り至大の事項に就て

解明を行はんと試みたのである｡由ち

1)啄疾中化学的成分の量と病巣の状態,殊に乾髄物質の軟化融解糠樽 との間に何等かの相関.k係が

存在するや否や｡

2)若 しもかかる相関々係が存在するものであれば啄疾中化学的成分の量と啄疾量,性状,及び結核菌

畳,更に臨床諸症状,レベ トゲン所見の変化 との問にも何等かの相関･k係が存在するのではないか.

以上の目的を以て今回は党ず啄疾中P量の測定を試みたのである｡

Ⅱ 賛 験 兵 法

1)啄俵の探求及び前虎置

本院に入院中の肺締核患者20例に就て24時間に噴出される曙疾全量を目盛のついた容器に採取せしめ,唾液に由殊1

するムチンの影響を可及的少 くする2割て駒込 で-ツ ーで丹念に水麓部泡沫部を除去 し,所謂殴殺の味疾丈を宛す級に

し,その貴を測',EL性歌を記録し同時こて塗抹標本を作製した｡以下比色に至る迄の操作は欝 1表の如くである｡

第 1表 実験操作

24時間の曝疾盆景を採取し水橡部を除き農
を測定し軽珠標本を作るO

味疾lc.C.に1滴の割合で飽和NaOHを加-
均等ノ化する｡

Ag･destで倍数稀釈

1C.C.を探りFol.in-Farmer法に依
り歯性次北する

1鞄性次牝液 1C･C.を探りKing-
Delory法に依る 比色

均牛地味疾lc.C･を探 り10NIICI2滴を加-,反鷹修正
10%三盆牝酪酸9C.C.を加-振漁,櫨過
除蛋白濾液 1C･C.を採りEing-
Delory法に依る 比色


